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土壁の下地

頑丈に組む

「本
時
」
と
は
、
上
此
や
土
防
h

の
家
を
巡
る
と
き

の
、
惜
の
下
地
の
こ
と
で
す
墜
を
喰
る
前
の
段
階

で
、
柱
と
柱
の
聞
に
竹
な
ど
を
縦
横
に
組
ん
で
、
縄

で
編
み
つ
け
て
い
く
も
の
。
二
般
的
に
は
、横
に
竹
、

縦
に
択
を
使
っ
て
組
ん
で
い
く
ん
で
す
よ
」
と
金
井

さ
ん
。
少
し
前
ま
で
は
、
左
官
の
仕
事
を
年
門
に
や

っ
て
い
て
、
全
岡
山
を
凶

っ
て
い
ま
し
た
。
全
作
さ
ん

は

「左
ん
れ
の
技
術
は
、
い
ろ
ん
な
技
術
の
な
か
で
も

と
て
も
難
し
い
ん
で
す
わ
」
と
語
り
ま
す
。

現
在
、
木
舞
の
作
業
を
や
っ
て
い
る
の
は
、
市
内

で
も
金
井
さ
ん
ぐ
ら
い
。
そ
の
手
際
の
よ
さ
は
、
作

業
全
体
が
ま
る
で

一
つ
の
リ
ズ
ム
に
な

っ
て
い
る
か

の
よ
う
。

ス
ヒ

l
デ
ィ
ー
か
つ
正
確
で
す
。

土
艶
造
り
の
家
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
昨
今
。「
街

要
も
少
な
い
か
ら
職
人
の
数
も
減
る
一
方
。

こ
れ
も

時
代
の
流
れ
で
し
か
た
な
い
で
す
ね
:・
」
と
金
井
さ

ん
は
語
り
ま
す
。
そ
し
て
、
仕
事
の
予
も
休
め
ず
「世

は
火
災
や
柑
尽
き
に
も
強
く
、
出
皮
も

一
定
に
保
っ
て

く
れ
る
。
だ
か
ら
、
昔
の
人
は
監
を
と
て
も
悦
虫
に

吟
味
し
た
ん
で
す
よ
」
と
い
う
言
葉
に
、
土
援
を
こ

よ
な
く
愛
す
る
、
.
金
井
さ
ん
の
ひ
た
む
き
な
姿
が
う

か
が
え
ま
し
た
。

印制/田辺印制併)
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木舞掻き

-金弁盛平さん(77歳・秋和)
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扇
面
一ト
一ピ
イヅ
ノク
天

J

「
梅
設
を
見
る
会
」
が
今
年
も
、
十
一
月
一
目
、
六
日
、

八
日
の
三
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
「
福
祉
」
、
「
環
境
」
、

ご
般
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
コ

l
ス
別
に
各
地
設
を
見
学
。
件

コ
l
ス
と
も
、
お
お
ぜ
い
の
人
が
参
加
し
、
見
学
先
で
説
明

を
聞
き
な
が
ら
、
う
な
ず
い
た
り
、
府
い
た
り
、
と
で
す
U

熱

心
な
様
子
で
し
た
。

、K
4 ψ 
'11月:6白の「環境コースJで。

ヘぇ~、知~尊かったわア

ビン抜きや試食なども

〆

卜
川
二
十
六
日
、
ニ
ト
じ
れ
、
中
央
公
民
館
お
よ
び

働
く
耐
人
の
家
で
、
「
上
川
山
市
抗
生
前
民
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
ス
ハ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
ヒ
ン
快
き
や
、
為
的
同

体
の
展
示
な
ど
に
多
く
の
人
が
詰
め
か
け
ま
し
た

10月18日-20日、「ウエダ ・ヒア'91Jが市

民体育館周辺で開かれました 姉妹都市の

物産や工業製品、自動車などの展示に人気

が集まり、 3日間を通して 27;人を起す人

びとでにぎわいました。
おにgりの性誌われヲ;

(2) 

ー
秋
司
叙
勲

Y
褒
章
1

r人
が
崎
れ
の
受
章
に
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政
府
は
、
予
成
三
年
秋
の
叙
勲
受
訳
者
(
ト

一
月
三
日
付
け
)
と
袋
章
受
章
者
(
間
二
日
付

け
)
を
そ
れ
ぞ
れ
発
ぶ
し
ま
し
た

P
k
間
市
で

は
、
次
の
八
人
の
皆
さ
ん
が
佳
作
い
の
栄
符
に
聞

き
ま
し
た
。

*
勲
三
等
旭
日
中
綬
章

原

信
さ
ん
(
刀
歳
・
五
加
)

信
州
大
学
名
誉
教
授

*
勲
三
等
旭
日
中
綬
章

松

山

潔

さ

ん

(

刀
歳

・
上
房
山
)

い
州
大
学
名
詐
教
校

*
勲
五
等
双
光
旭
日
章

広
島
成
術
さ
ん
(
打
歳

・
岩
門
)

元
普
視
長

*
勲
五
等
瑞
宝
章

黒
坂
周
平
さ
ん
(
百
歳

・
東
前
山
)

元
公
立
中
学
校
長

*
勲
五
等
端
宝
章

k
n
川
茂
之
さ
ん
(
引
歳
・
袋
町
)

県
調
時
師
会
副
会
長

*
動
七
等
瑞
宝
章

問
品
銀

一
郎
さ
ん
(
印
歳

・
小
泉
)

元
裁
判
所
技
官

*
黄
綬
褒
章

久
保
角
太
郎
さ
ん
(
幻
歳
・
川
辺
町
〉

元
日
本
食
肉
加
工
協
会
理
事

*
藍
綬
褒
章

柏
原
庇
徳
さ
ん

(
倒
歳
・
蛇
沢
)

川
町
良
品
衛
生
協
会
刷
会
民



市の動き

⑩
 

1日 市民と市長の日

4日 上越市姉妹都市市長交流会 (上越市)

8日 全国市長会理事・会 (米京)

9日 盟里地区高速道令意書調印式(j二田市

農協豊旦支所)

10日 第 5図上回古戦場ハーフマラソン (陸

上競技場)

11日 西部地区コミュニティ消防センター起

工式 殿城地区高速道合意書調印式 (上田

市農協殿城支所)

12日 上回来高校例主100周年記念式典よ

田市婦人問題市民のつどし、(文化センター)

14日 上団地域広域行政事務組合議会 (上回

創造館)

18日 ウエダ ・ピア'91(市民体育館周辺、~

20日) 山口地区高速道合意書調印式 (山

口公民館)

21日 上小地域保健医療計画協議会(上回合

同庁舎) 上田市交通運輸対策会議幹事会

22日 長野県市長会 (長世f'市)

24日 新回児童センター起工式

25日 神科新屋地区高速道合意書調印式 (神

科新屋公民館)

26日 上田市消費生活展 (中央公民館 ・働〈

婦人の家、-27日)

29日 北信越市長会総会 (魚津市) 大久保

地区高速道合意告ー調印式 (大久保公民館)

30日 北陸新幹線|謁係都市連絡協議会(宇奈月)

31日 伊勢山地区高速道合意書調印式 (伊勢

山公民館)

女、ど男

tlヲY、、、、関係f~ . • . 

~婦人問題市民のつどい~

「第6回上田市婦人問題市 「社

民のつどい」が、10月12日、文 語る沖藤典子さん

化センターで行われました。今回のつどいは、上田市

女性行動計画策定の記念事業。講演として、ノンフ ィク

ション作家 ・i1tij義典子さんの「女と男のいい関係Jや、

「女性も男性もともに認めあう社会をめざして」と題

したノ寸ネルテ衿イ スカ ッションなどが行われました。

道
路
や
交
通
問
題
に

活
発
な
意
見

11月6日に開かれた「上田市交通運輸対策会議」。

関係者25人が出席し、交通網などについて議論した

毎週日曜日
ucv (上田ケー

ブルビジョン)で

放映しています。

市民と市長の巴

12月4日(水)
午前9時~正午

市長室

(市役所3階)
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建設に向げて、

ノタツシユ

しま設計協議が終了

全
協
議
区
で
設
計
協
議
終
了

北
陸
新
幹
線
と
と
も
に
、
平
成
九
年
を
開
通

目
標
と
し
て
結
極
的
に
建
設
を
推
進
し
て
い
る

上
信
越
自
動
車
道
。
昭
和
六
十
三
年
二
月
に
ル

ー
ト
が
発
表
さ
れ
、
同
年
六
月
に
は
、
殿
城
地

籍
で
中
心
杭
が
打
た
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
日
本

道
路
公
団
で
、
測
最
、
調
査
、
設
計
業
務
が
進

め
ら
れ
、
平
成
元
年
六
月
に
は
設
計
協
議
用
の

図
面
が
提
示
さ
れ
る
に
至
ワ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
上
田
市
農
協
高
速
道
対
策

委
員
会
で
は
、
地
元
な
ど
の
要
望
に
対
す
る
回

答
を
提
示
す
る
と
と
も
に
、
昨
年
十
月
か
ら
各

協
議
区
ご
と
に
設
計
協
議
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
十

一
月
一
目
、
神
科
第
三
協
議
区
(
長
島
・

金
剛
寺
)
で
の
設
計
協
議
に
基
づ
く
合
意
書
の

調
印
式
を
最
後
に
、
市
内
全
協
議
区
(
十
協
議

区
)
で
調
印
か
終
了
し
ま
し
た
。

守
っ
マ

aげマ

く
だ
A
V
V
ネ，
r

水
道
管
ガ
凍
結
す
る
季
節
に
な
り
ま
し
定
。
水
道

の
凍
結
は
、
気
温
ガ
マ
イ
ナ
ス
4
度
以
下
に
な
る
と

起
こ
り
ぎ
ず
。
決
の
よ
う
な
凍
結
防
比
を
し
て
、

冬

の
寒
さ
か
ら
水
道
管
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

〈
y

い冬、••• 

あ
な
だ
の
水
道

凍
り
や
す
い
と
と
ろ

4
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水
道
キ

;0ヤ
71( ~三

大う
抗日夕
'- I 

宙
開
っ
て
水
が
出
な
い
と
き

ま
ず
、
蛇
口
、
立
上
が
り
、
メ

ー
タ
ー
の
順
に
タ
オ
ル
か
布
を
か

け
、
そ
の
上
か
ら
お
湯
を
か
け
て

解
か
し
て
く
だ
さ
い
。



マま
A

V

3

・
S
V
 

T
 

が路

A
V

道
A
'

速高

D
細
部
測
量

・
追
加
お

C
よ
び
補
足
土
質
調
査

業説 明

昭和63年 6月20目
中心杭打段
rよ副市飛紛の杭J

平成元年 3月11日
上回トC中'1.'抗打紋

合
後
、

用
地
買
収
に
全
力

各
協
議
区
の
合
意
書
が
調
印
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
ち
か
ぢ
か
、
全
総
に
わ
た
っ
て
幅
杭
が

打
た
れ
る
予
定
で
す
。
そ
し
て
、
土
地
の
一
筆

ご
と
の
測
量
、
格
差
協
議
、
単
価
交
渉
を
経
て
、

い
よ
い
よ
用
地
買
収
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

用
地
買
収
に
つ
い
て
は
、
日
本
道
路
公
団
か

ら
県
が
委
託
を
受
け
て
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
市
で
は
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
用
地
買
収

が
終
了
で
き
る
よ
う
に
、
県
と
と
も
に
事
業
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

市
に
と

っ
て
、
高
速
道
路
は
、
未
来
を
担
う

「
大
動
脈
」
で
す
。
今
後
も
関
係
者
の
意
向
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
建
設
に
向
け
て
さ
ら
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

⑬発 注設計

埋蔵文化財発掘調査

メーターボックス内も

保温を

ぼろ布、発ぽうスチロールなど

を入れたビニール袋3-4袋を、

メーターを囲むように入れてくだ

さい。

不凍栓は毎日忘れず

完全に閉めましょう

破
裂
し
て
水
が
出
た
ら

立
上
が
り
下
の
不
凍
栓
か
メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
止
水
栓
で
止

め
て
く
だ
さ
い
。
止
ま
ら
な
い
と

き
は
、
破
裂
か
所
に
布
か
テ
ー
プ

を
巻
き
応
急
処
置
を
し
て
、
水
道

局
か
指
定
工
事
庖
へ
修
理
の
依
頼

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
宅
地
内
の
修
理
費
は
、
個
人
負

担
に
な
り
ま
す
。
メ
ー
タ
ー
破
損

も
同
機
で
す
の
で
ご
注
意
を
。

問
い
合
わ
せ

l
i
l
l-

業
務
課
(
内
線
1
8
5
4
)
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こみを減ら~う ど

資
制
州
凶
以
に
は
二
つ
の
ル
ー
ト
か
あ
り

ま
す
弘
と
も
の
よ
う
な
山
口
似
制
収
金
約

に
よ
る

L
め、

P
T
A
-
f
ど
'
b
ム
お
な
ど

に
よ
る
能
川
制
収
、
そ
し
て

-H
治
体
に
よ

る
資
制
二
み
川
山
て
す
業
折
は
位
刊
追

ボ
、
ド

T
人
存
法
治
則
的
接
的
、

-H
治
体

は
・
了
一
川
・
州
川
引
を
そ
れ
ぞ
れ

h
な
け
的
と
し

て
い
ま
す

古
川
川
似
は
刊
に
終
判
伶
党
法
14
て
き

ま
し
た
が
、
や
が
て
フ
ラ
ス
チ
，
ク
か
山
市

i

、

1

:

i

:

B

p

h

-

(

山崎
白し

糾

L

'

川

l
カ
し
・
ヘ
寸
し
込
町

し
な
い
、

トえ
た
て
あ
る
、
安
い
と
い

ゥ
た

多
く
み
州
山
本
』
作
う
か
的
仁
、
時
く
山
に

符
反
し
て
「
仰
い
折
て
の
時
代
」
が
到
米

す
る

-
ア
と
に
な
リ
ま
す

庁
の
工
業
製
品
は
リ
サ
イ
ク
ル
が
可
能

な
も
の
が
多
か

ゥ
た
の
で
す
か
、
ム
ー
は
つ

ラ
ス
チ
/
ク
と
の
阻
ん
け
製
品
か
刷
、
ぇ
、
出

14
に
く
い
、
リ
サ
イ
ク
ル
い
か
川
憾
な
別
式
仏

か
多
く
な
り
、
川
町
め

ιて
る
し
か
な
い
ご

み
が
よ
祉
に
伐
る
よ
う
に
な
ゥ
て
き
て
い

ま
す
片
は
む
の
が
少
な
い
か
ら
も
の
を

大
切
に
し
よ
う
と
-Z
H

っ
て
い
た
の
で
す
が
、

今
は
珂
め
立
て
る

E
こ
ろ
が
な
い
か
ら
も

の
を
大
切
に
し
よ
う
と
い
う
時
代
に
主
勺

て
き
た
と
一日
え
る
で
し
ょ
う

ご
存
じ
の
と
お
り
、
こ
の
卜
け
か
ら
欽

ス
ク
ラ
，
フ
に
つ
い
て
、
つ
い
に
処
即
日刊

を
む
怖
で
い
た
だ
く

-τ
一
に
な
り
ま
し
た

カ
、
こ
れ
は
業
界
始
ま
ぺ
て
以
来
初
め
て

の
ニ
レ
ニ
、
す
そ
め
背
討
は
、
人
件
町
内

心
的
騰
し

-
L

出
業
従
来
物
処
分
坊
の
小
川
化
か
処

即
日
刊
を
押
し
トぃ
げ
る
一

-U
、

7
ハ
ブ
ル
壮

一吋

』
が
は
じ
け
綱
川
門
前
咲
か
此
迷
し
た
た

灼
に
、
鉄
ス
ク
ラ

7

の
孔
咋
が
た
よ
っ

き
、
鉄
く
す
山
川
か
大
品
部
し
て
し
ま

っ

た
た
め
で
す
恥
側
も
つ
か
な
い
よ
う
な
、

こ
の
コ
ス
ト
訓
れ
の
状
況
は
当
分
続
く
と

似
は
見
て
い
ま
す

ド

T
A
な
ど
の
廃
品
川
似
で
鉄
く
ず
は

寸令
物
」
と
し
て
よ
く
川
収
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
こ
れ

L
市
川
r
u
つ
か
な
い
A
I

の

状
況
で
は
、
と
て
も
無
用
で
す
よ
う
や

く
同
で
リ
サ
イ
ク
ル
て
法
が
成

ιし
、
リ

サ
イ
ク
ル
の
風
潮
が
せ

っ
か
く
胤
り
上
が

弓
て
き
た
に
も
か
か
わ
-
H

リ
ず
、
こ
う
し
た

状
況
が
続
く
と
す
る
と
、
今
後
は
市
町
村

の
対
応
が
問
題
と
な
勺
て
く
る
の
で
は
な

リ
サ
イ
グ
w
y
の
機
運
絶
ρ
ーさ『ず

い
て
し
よ
う

か

今
後
リ
サ
イ
ク
ル
を
就
け
て
い
く
と
す

れ
ば
、
粁
さ
ん
に
お
山
側
い
し
た
い
-
}
と
は
、

選
別
の
千
聞
を
少
な
く
す
る
た
め
に
、
で

き
る
限
り
巾
品
と
し
て
山
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
阿
川
で
す
-
ま
た
、
ア
ル
ミ
は
ま

だ
小
附
が
あ
リ
ま
す
か
ら
、
ア
ル
ミ
川
市
は

山
し
て
い
た
だ
い
て
J
U

お
払
い
で
き
る
と

思
い
ま
す

リ
サ
イ
ク
ル
の
機
泌
を
な
ん
と
か
絶
や

さ
な
い
た
め
に
も
、
品
川
さ
ん
と
い
勺
し
ょ

に
よ
い
方
法
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す

(
U
月
5
日
の
ご
み
モ
ニ

タ
ー
会
議
で
)

※RCU代表

小柳繁弘幸ん (47歳 常 入 )

「資源回収業界の状況」をお話しいただいた
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スパイクタイヤ、

qメですよ/

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
は
、
冬
道
に
欠
か
せ
な
い

便
利
な
も
の
と
し
て
、
広
く
他
わ
れ
て
き
ま
し

た
し
か
し
ま
た
、
傑
刻
な
粉
じ
ん
公
主
や
道
路

の
凱
似
も
も
た
ら
し
、
わ
た
し
た
ち
の
陛
康
や

生
活
環
岐
に
悪
影
特
を
及
ぼ
し
て
き
ま
し
た
。

上
田
市
で
・は
、
平
成
二
年
六
月
二
十
七
日
に

公
布
他
行
さ
れ
た
「
ス
ハ
イ
ク
タ
イ
ヤ
粉
じ
ん

の
先
生
め
防
止
に
関
す
る
法
律
」
に
伴
い

、
ス

パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
使
用
を
禁
止
す
る
地
域
に
指

定
さ
れ
、
平
成
三
年
間
什

一
円
か
ら
は
、
市
内

の
乾
燥
し
た
路
州
で
は
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
は
使

え
な
く
な
り
、

「
脱
ス
ハ
イ
ク
タ
イ
ヤ
社
会
づ

が
前
進
し
ま
し
た
。

ノ
¥
日
ソ
」

ピン抜き機は生活環境課でお貸しします

ス
タ
ッ
ド
レ
ス
は

安
全
な
タ
イ
ヤ

さ
て
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
に
取
ゥ
て
代
わ
る

タ
イ
ヤ
が
、
ス
タ

ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
で
す
。

こ

れ
ま
で
に
、
た
び
た
び
改
良
が

E
ね
ら
れ
、
現

作
で
は
そ
の
性
能
も
、
ス
ハ
イ
ク
タ
イ
ヤ
と
比

較
し
て
そ
ん
な
に
差
は
あ
リ
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
乗
用
単
制
動
性
能
を
比
較
(
時
速

問

O
e
で
の
ロ

吋
ク
ブ
レ
ー
キ
)
し
て
み
ま
し

ょ
う
。
古
道
で
の
実
験
で
は
ス
タ

吋
ド
レ
ス
タ

イ
ヤ
が
二

0
・九
J
で
静
止
す
る
の
に
対
し
て
、

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
で
は
一
二

・
一二
J
で
的
止
し

ま
す
。
ま
た
、
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
状
の
氷
上
で

の
尖
験
で
は
、
ス
タ
吋
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
が
五
五

・

山
，
、
ス
ハ
イ
ク
タ
イ
ヤ
が
四
九

・
七

で

静

止
し
ま
す
(
通
産
省
の
テ
ス
ト
結
果
)

こ
の
こ
と
か
ら
、
山
タ
イ
ヤ
の
性
能
の
差
は

そ
れ
ほ
ど
な
く
、
急
ブ
レ
ー
キ
、
急
先
進
を
し

な
い
安
全
運
転
を
心
が
け
れ
ば
、
ス
タ

ヴ
ド
レ

ス
タ
イ
ヤ
は
勺
上
で

L
氷
上
で
も
、
じ
ゅ
・
っ
ぷ

ん
安
全
な
タ
イ
ヤ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
と
思

い
ま
す
。

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
は

ピ
ン
を
抜
い
て

ス
ハ
イ
ク
タ
イ
ヤ
は
、
ピ
ン
を
抜
け
ば
ス
ノ

ー
タ
イ
ヤ
と
し
て
陀
え
ま
す
。
的
日中l

・
降不十
l

の

際
は
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
を
併
用
し
て
安
全
運
転

を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

生
前
環
抗
議
で
は
ピ
ン
肱
き
機
を
お
貸
し
し

て
い
ま
す
。
上
田
市
万
式
は
電
気
ド
リ
ル
を
使

い
、
だ
れ
で
む
比
較
的
簡
単
に
で
き
る
方
法
で

す
い
つ
で
も
お
民
し
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
週
末
や
休
日
の
前
日
は
申
し
込
み
が

多
く
、貸
し
出
し
台
数
に
も
限
り
が
あ
る
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
泣
訴
な
ど
で
予
約
を
お
願
い
し
ま

す

冬
の
き
れ
い
な
空
気
や
街
を
守
り
、
ま
た
、

人
々
の
他
版
を
守
る
こ
と
は
み
ん
な
の
闘
い
で

す
。

一
日
も
早
〈
粉
じ
ん
公
害
を
な
く
し
ま
し

ιみ
」
J
e

-
問
い
合
わ
せ

9
)
 

生
活
環
境
課

(内
線

1
3
8
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区 分 全職種

総員会体に占め

る手当支給職員 39.0% 
の割合

4寺 支給対象職員 l

人当たり平均支 44，834円
給年室員

F最

手当の種類
28 

動 (手当数)

務
衛生作業従

事手当、公
代

支給額の多 国動物飼宵

手 表 従事手当、

約
い手当 行路死病人

当 な
取級作業手
当

( 

手2 

度年 当
給食作業従

多くの職員
事手当、市

) (J) 税事務従事
名 に支給され 手当、廃 芥

祢 ている手当
処理作業従

事手当

7.職員手当の状況

区分 よ 関 市 長 野 県 固

( 3年度支給割合} ( 3年度支給割合) ( 3年度支給割合)

期末
期末手当勤勉手当 期末手当勤勉手当 期末手当勤勉手当

月介 月分 月分 月分 月分 月分

手当 6 月期 1.6 0.6 6 月期 1.6 0.6 6 月期 1.6 0.6 

12月期 2.0 0.6 12月期 2.0 0.6 12月期 2.0 0.6 
動 3 月期 0.55 3 月期 0.55 3 月納 0.55 一
勉

手当
言十 4.15 1.2 計 4.15 1.2 言十 4.15 1.2 

議制上の段階、可能務の 事院制上の段階、職務の 職制上の段階、職務の

級等による加算措置
有

級等による加算措鑓
有

級等による加算簿置
有

{支給率)自己都合 勧奨・定年 (支給率)自己都合 勧奨・定年 (支給率)自己都合 勧奨・定年

昆令 月分 月分 月分 月会 月分

退
勤続20年 21.0 28.875 勤続20王手 21.0 28.875 勤続20年 21.0 28.875 

車産
勤続25年 33.75 44.55 勤続25~手 33.75 44.55 勤続25年 33.75 44.55 

勤続35年 47.5 62.7 勤続35年 47.5 62.7 勤続35年 47.5 62.7 

最高限度額 60.0 62.7 1高限度額 60.0 62.7 .高限度領 60.0 62.7 
手

当

加算鎗債 特例給料月額訪問UJl 加算待1.1 特例給料月額制度 加算措置 特例僚給月額制度

混戦時)原則 l号俸
特別界給 原則 1号俸 特別昇鎗 原剣 l号俸 特別昇給

支 給 総額 112，752千円
2 年度

職員 l人当たり支給年額 122千円
時間外勤務手当

支 給 総額 104，750千円
元 年 度

職員 l人当たり支給年額 114千円
8.昇給期間短縮の状況

~令 合 計
一 般 技 能

行政事E 労務職

職員数 人 人 人

(A) 821 636 185 

2 普通昇
給期間
(12-

24月) 人 人 人
年 を短縮

して界
給した 19 12 7 

験員数
(B) 

度

比率 % % % 

(B)/(A) 2.3 1.9 3.8 

( 3年 4月1日現。:): 

区分 内 容 図の制度と異なる内容

配偶者 16，000円

配偶者以外の扶饗銀族2人まで
同扶饗手当

それぞれ 4，500円

その他の扶養貌族 1人につき 1，000円

借家又はf普問に居住し、一定額を超え

住居手当 る家賃等を支払っている議員及び自宅居 同

住職員に支給されま す.

通勤のために交通機関等を利用してそ
交通用具利用者の最高支給限度額

通勤手当 の運賃等を負担することを常例とする職 異
10，460内(国 14，600円)

員に支給されます.

[8] 

善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

一
マ
小
松
志
げ
子
様

(
東
前
山
)
ロ

一
|
ラ
|
チ
ェ
ア
|

一
台
高
齢
者
福

一
祉
セ
ン
タ
ー
へ

一
マ
東
京
電
力
側
千
曲
川
電
力
所
様

一
点
字
図
書
五
倍
三
十
五
冊
点
字
図

一
書
館
へ

一
マ
繰
沢
隆
則
様

(
東
部
町
)
介
諮

一
支
援
ベ

ヴ
ド
一
台

入
寮
者
の
た
め

一
マ
匿
名

介
護
支
援
ベ
ッ
ド
一
台

一
入
寮
者
の
た
め
に

一
マ
藤
沢
光
弘
様

(
福
回
)
大
型
ガ

一
ラ
ス
ケ
ー
ス
一
基
六
中
へ

一
マ
福
沢
譲
時
様
(
東
京
都
)
・
福
沢
謙

一
時
様
(
舞
図
)
・
福
沢
三
雄
様

(
宮
城

一
県
)

三

十

万

円
老
人
福
祉
事
業

…
マ
日
本
ア
イ

・
ピ
l
・
エ
ム
側
様

一
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
六
台

…

「
I
B
M
て
ん
や
く
広
場
」
用
と
し

一
て

…
マ
竹
内
せ
つ
お
様

(
本
町
)
ぞ
っ

一
き
ん
五
十
枚
利
用
者
の
た
め
に

一
マ
山
越
完
吾
様

(
国
分
)
二
十
万

一
円
ビ
デ
オ
セ
ッ
ト
購
入
資
金
と
し

一
て

一
マ
山
野
弁
茂
・
節
子
梯

(
仁
古
田
)

一

一
万
円
社
会
福
祉
基
金
積
立
金

一
と
し
て

(
以
上

9
月
刊
日
日
j
H
月
6
日
受
け
付
け
)
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し市職員給与等のあらま
の給与等の状況をお知らせします。

2.職員給与費の状況{一般会計・予算)

職員数 給 与 貸 l 人当t:~

区分 給与貨
A 総事十 職員手当 栃末・勤勉手当 計 B ( B!A) 

人 千円 千円 千円 千円 千円
3年度

861 2，708，793 411，301 1，302，152 4，422，246 5，136 

1 . 人件費の状況(-~尚会計決~q: )

住民基本 歳 出 額 人 件 費 人件貸率 元年度の
区分 台帳人ロ 実質収支

(年度末}
A B (B A) 人件焚Z事

(3.3.31 ) 

2~度 人 千円 千円 千円 % % 

119，058 28，955，258 539，582 6，166，591 21.3 22.1 

(;主)1 .職員手当には退職手当を含みません。

2.給与貸は当初予算に計上 された綴です.

{注)人件費には、特別職に支給される給料、報酬i等 を含みます。

3.職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況(3年同1日現u，) 
鍛 行 政 耳龍 役 自E 労 務 職

区 分
平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

上田市
円 円 官民 内 内 相量

272，904 306，902 39.01 238，878 261，422 38.11 

長野県
円 円 官主 内 内 歳

272，578 313，061 37.07 273，865 308，815 43.05 

5.職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況(3年4月1日現ギd

区 ヲ』
経験年数 経験王手数 経験 年数

7年以上10年来，湾 10年以上15年未満 15年以上20lf.未満

大学卒
円 円 円

208，584 249，285 302，389 
→宣行政事量

円 円 同
高校卒

177 ，412 194，387 251，393 

技能労務議 高校卒
円 同 内

166，050 186，856 228，500 

4.職員の初任給の状況は年、I) 1 1日成作)

上 田 市 長 野 県 箇
区 分

決定初任給 決定初任給 決定初任給

大学卒
円 内 143，100円

149，900 14ヨ，900 -157，300 
一般行政職

高校卒
同 円 内

121，200 121，200 117，300 

6.一般行政職の級別職員数の状況(3年-1J1 1日攻作)

国の級 l 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 級 8 級 9 級 10 級 11 級 計

級 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 級 8 級 9 級 10 級

比較的高度 高度の知援 1.課長編佐 1.課長

主事
の知綾経験 経験を必要

係長
2.11鋒困難 2複綾国自重

複雑困難立 復雑菌ftな
を必要とす とする業務 な業務を な11務を

上 4票準的な職務内容
る業務を行 を行う主事

主任
行う係長 行う課長

業務を行う 部長 業務を行う

技師 う主事 。;主 -技m 主査 -主査 f南佐
録長 部長

師

国
人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

続 員 数
13 48 149 73 165 114 49 12 2 636 11 

市
4構 成 !t 

% % % % % % % % % % % % 

2.1 7.6 23.4 11.5 25.9 17.9 7.7 1.7 1.9 0.3 100 

% % % % % % % % % % % % 

3.0 6.1 23.7 21.6 17.8 17.8 6.9 2.0 0.8 0.3 100 

(注) 1.上田市の給与条例に基づく給料衰の

級.5JIJの職員数です。

2.標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な戦名です.

住
宅
金
融
公
産

財
形
住
宅
融
資
の
案
内

マ
受
付
期
間
平
成
四
年
三
月
十

九
日
附

マ
申
込
資
格
財
形
貯
昔

こ
般
財
形
貯
蓄
・財
形
年
金
貯
蓄
・

財
形
住
宅
貯
蓄
)
を
一
年
以
上
行
い
、

そ
の
貯
蓄
銭
高
が
五
十
万
円
以
上
あ

る
人

マ
金
利
当
初
金
利
を
五

・

九
七
%
と
す
る
変
動
金
利
(
融
資
額

六
百
四
十
万
円
ま
で
の
金
利
)

マ

融
資
額

一
般
財
形
貯
蓄

・
財
形
住

宅
貯
帯

・
財
形
年
金
貯
蓄
の
合
計
の

残
高
の
十
倍
ま
で
の
額
(
最
高
三
千

万
円
ま
で
)

マ
返
済
期
間

新
築

木
造
住
宅
の
場
合
、
二
十
五
年

マ

問
い
合
わ
せ
住
宅
金
融
公
庫
北
関

東
文
宿
サ
ー
ビ
ス
相
談
室
一
(
岱
0
2

7
2
@
6
6
5
6
)
 

国
民
金
融
公
庫

国
の
教
育
口

l
ン
の
案
内

同
公
庫
で
は

H

固
め
教
育
ロ
ー
ン
H

の
取
り
級
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

マ
融
資
対
象
校

①
高
校
・高
専
-

m大
・大
学
・大
学
院
②
官
・加盟
・養
護

学
校
の
各
高
等
部
③
専
修
学
校

・
各

何
学
校
な
ど

マ
限
度
額

学
生
、

生
徒
一
人
あ
た
り
百
五
十
万
円
以
内

マ
返
済
期
間

五
年
以
内

マ
資

金
使
途

①
入
学
時
に
必
裂
な
代
用

②
在
学
中
に
必
要
な
岱
用

マ
間
い

合
わ
せ

国
民
金
融
公
庫
長
野
支
陪

〕

(2
0
2
6
2
@
2
1
4
1
)

ω
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圃

取
り
壊
し
家
屋
陪

…
圃

l

l

・

-

-
l
 

圃

阜
め
に
届
け
出
を

園

家
屋
(
住
宅
、
倉
庫
、
車
庫
、
物

…

市
悦
等
の
市
納
処
分
に
よ
る
、
屯

…

置
な
ど
)
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
取

…
話
加
入
恨
の
公
表
を
次
の
と
お
り
行

一

り
域
し
た
ま
ま
未
開
け
に
な
っ
て
い

…
い
ま
す
。

る
も
の
は
あ
リ
ま
せ
ん
か
。

一

マ
と
き
十
一
月
二
十
九
日
問

今
年
の
十
二
月
末
日
ま
で
に
取
り

…
マ
入
札
時
間
午
前
十
時
か
ら
同
十

…

壊
さ
れ
た
家
屋
は
、
来
年
度
か
ら
問

一
五
分
ま
で
(
説
明
は
午
前
九
時
四
卜
…

定
資
産
悦
が
課
税
さ
れ
な
い
こ
と
に

…
五
分
か
ら
行
い
ま
す
。)

マ
と
こ
ろ

…

な
り
ま
す
の
で
、
今
年
中
に
「
取
り

…

市
役
所
南
庁
合
五
附
第
三
会
議
定

…

壊
し
閉
山
吉
」
を
資
産
税
課
ま
た
は

…

マ
方

法

鋭

争

入

札

マ

台

数

各
支
所
へ
提
山
し
て
く
だ
さ
い
と
取

…
当
円
決
定

マ
入
札
参
加
者

印
鑑

…

り
壊
し
刷
出
許
L

は
資
産
税
課
お
よ

…
を
お
持
ち
に
な
り
、
本
人
が
お
い
で

…

び
存
主
所
に
あ
り
ま
す
。
な
お
、
米

…
く
だ
さ
い
。
代
別
人
の
場
介
は
、
必

…

年

一
リ

一
日
ま
で
に
祈
築
ま
た
は
明

…
す
本
人

-
H
1
の
委
任
状
?
と
代
即
日
人
の

…

一
柴
也
、
れ
た
ん
た
は
、

安

定

か
ら
阿

…
印
慌
を
お
持
ち
く
た
さ
い
マ
そ
…
圃

精

神

薄

弱

者

に

也

口
定
資
北
町
悦
か

A
h制
さ
れ
る
ニ
と
と
な

…
の
他
ぃ
弘
行
当
日
ま
て
に
、
滞
納
骨

…
・

…
リ
、
家
い
お
評
価
に
お
川
い
し
ま
す
…
か
市
税
等
を
完
納
し
た
場
介
に
は
、

…
圃

運

賃

割

引

が

適

用

側

、

抑

次

ね

沢

レ

…

め

で

ご

協

力

く

だ

さ

い

…
公
光
を
中
止
し
ま
す

…

枯
神
法
羽
に
よ
り
療
掛
け
干
艇
の
交

• 

伽

出

一

休

日

刊

配

い

ん

…

マ

問
い
合
わ
せ

資
産
税
課

(内
線

…
・
問
い
合
わ
せ
似
脱
却
叫

(
内
制
1

…
付
を
交
け
て
い
る
か
た
に
つ
い
て
、

人

(

で

~

川

セ

…
1
2
9
6
)

一
3
o
l
-
-
3
0
3
}

…
十
二
日
一
日
か
ら
旅
客
辺
氏
な
ど
の

は

局

会

時

、

暖

で

支

議

日

合

間

川

…

-
z
i
ii
i
i
i
i
i
i
i
i
ii
i
ii
ii
i
i
z
e--zi
iaZ逼

S
E
E
-2
2

J

…
訓
引
制
度
の
適
用
が
受
け
ら
れ
る
こ

…MM
同

州

附

雌

……

放

火

:
・
み

ん

な

て

注

意

ノ

・

…
…
と
に
な
り
ま
し
た
。

日

局

委

刷

所

作

…川

t
，h
d

J

町
一

こ
の
制
度
の
適
用
b
」
受
け
る
に
は
、

叩

務

護

。

日

役

転

…
m

自
殺
腹
い
せ
、
酪
国
怠
ど
に
よ
マ
建
物
の
ま
わ
り
を
整
理
、
整
頓

…
…
療
育
手
帳
の
書
き
換
え
を
受
け
る
必

ら

法

擁

す

5

市

、

)

-

か

方

権

ま

月

館

隣

…

る
般
山
〈
ガ
多
く
坊
っ
て
い
ま
す
。

し
て
お
く
。

…
…
一
裂
が
あ
り
ま
す
。
ま
だ
、
済
ん
で
い

附

他

人

1

U
ろ

民

館

…

特
こ
屋
外
の
こ
み
く
す
や
車
な
マ
建
物
の
ま
わ
り
に
燃
え
る
物
を

…
…
な
い
か
た
は
、
稲
祉
事
務
所
厚
生
課

日

野

田

E

こ

公

民

…

l

4

長

上

開

き

と

川

公

一

ど
に
放
火
さ
れ
る
場
合
は
授
十
置
か
な
い
。

…一

で
書
き
換
え
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

月

。
と

り

と

じ

神

田

…

時
か
ら
翌
朝
六
時
ま
て
の
時
間
帯
晃
豪
物
語
、
車
庫
な
と
巳
し

…
…

な
お
、
療
育
手
帳
の
判
定
期
限
が

ロ

す

)

よ

hv

、
臨

で

叫

に

時

館

し

…

に
集
中
し
て
い
ま
す
。

っ
か
り
力
ギ
を
か
け
る
。

…
…
過
ぎ
て
い
る
か
た
は
、
再
判
定
が
必

放
火
さ
れ
な
い
だ
め
に
次
の
点
マ
お
出
か
け
前
お
体
み
前
の
戸

……

要
で
す
。

人権相談所を開きます

電
話
加
入
権
を

公
売
し
ま
す
f

[10l 

「
な
ん
で
も
無
料
相
談
日
」
い
い
お
出
わ
げ
く
だ
7
い

16 

ふ
だ
ん
抱
え
て
い
る
経
営
上
の

制
み
な
ど
を
各
専
門
家
が
相
談
に

あ
た
り
ま
す
。

法
律
や
年
金
な
ど
、
一
般
の
静

さ
ん
も
ご
利
用
で
き
る
コ
ー
ナ
ー

が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ど

う
ぞ
。
相
談
は
無
料
で
す
。

マ
と
き

十
二
月
二
日
川
午
前

十
時
1
午
後
四
時

マ
と
こ
ろ

上
回
商
工
会
議
所
(五
階
ホ
l
ル
)

マ
相
談
内
容
経
営
診
断
、

0

A
化
推
進
、
金
融
、
法
律
、
税
務
、

労
務
年
金
、
不
動
産
、
登
記
、
特

許
、
住
宅
建
物
、
生
命
共
済
、
倒

産
防
止
特
別
相
談
、
求
人
、
求
職
、

健
康
な
ど

マ
相
談
担
当
者

弁

護
士
、
税
理
士
、
中
小
企
業
診
断

上
、
司
法
書
士
、
行
政
書
士
、
不

動
産
鑑
定
土
、
土
地
家
屋
調
主
士
、

建
築
士
、
特
許
管
理
士
な
ど

・
問
い
合
わ
せ
上
回
商
工
会
議

所

(
包
⑫
4
5
0
0
)

広報うえだ3. 11. 

一
脱
州
}
、
印
慌

・
問
い
合
わ
せ

6
0
3
)
 

圃

ト
イ
レ
A

引
く
み
取
り

圃

年
末
陪
お
早
め
に
f

毎
年
十
二
月
に
は
、
ト
イ
レ
の
〈

一
み
取
り
の
申
し
込
み
が
集
中
し
、
ご

…
希
望
の
日
に
で
き
な
い
場
ム
け
が
あ
り

一
ま
す
。
業
者
に
早
め
に
ご
相
談
く
だ

…
さ
い
。
年
末
年
始
の
休
業
は
次
の
と

一
お
り
で
す
。

…
・
十
二
月
三
十
日
間

1
一
月
三
日
幽

(
十
二
月
二
十
三
日
開
、
二
十
九
日

…
川
は
休
日
で
す
が
械
業
し
ま
す
)

一
マ
問
い
合
わ
せ

保
健
予
防
課
(
内

ぃ
線
1
3
7
1
)

時.
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前2雪月の相談

一

…

十
一
月
は
全
国
背
少
年
育
成
強
調

…

月
間
l
。

こ
の
月
聞
に
併
せ
、
県
や

…

.
市
で
は
、
背
少
年
の
育
成
の
た
め
の

…

前
動
を
集
中
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
①
広
報
活
動
の
推

…

…
進
②
青
少
年
育
成
県
民
運
動
の
推
進

…

…
③
青
少
年
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
の

…

…
浄
化
④
地
域
に
お
け
る
青
少
年
育
成

…

…
柄
動
の
促
進
⑤
健
全
な
家
庭
づ
く
り

…

…
の
推
進
⑥
背
少
年
に
関
す
る
相
談
コ

…

今月の納税

5期

納期限は12月2日です

自主納付のかた、口腔振替が便利です /

日
月
蝕
『
全
国
青
少

年
育
成
強
調
月
間
」

国民健康保険税
相 言炎 名 日 11寺 会場など

12月13日(付

法 律 本11 j炎 13:30-15:30 市 手不J先{立生前Eit

(予約制) 12月 27 日(~的 f支 !Q諜{内線1388)

13 : 30-15 : 30 F昨

人権 ・悩みごと相談
12H 5 日(~~ 宮

13: 00-16 : 00 ⑫ 生活!~11立総

12月 12 日(~~ 4 (同'ÍIT1~ 31:先)
土地縫物相談

13: 00-16: 00 
1 。

12月2日(JJ)
。

際業委民会
農地問題相談

8 : 30-17 : 00 ( 1~IT令2Ií符)

行 政 キfI 2炎
12月9日(jj)

阻止にデハート
10 : 00-15 : 00 

，(;、商己ごと 4日談
毎週火11露日

10:00-15:00 社会的祉協議会

法 律 中日 談
12月21臼(日 宮 ⑫ 2025

10: 00-正午

法 律 中日 ;炎 12月188(lK) 

(予約制) 13: 30-15 : 00 上H印可工会議所

保険年金相談
毎週月~金曜日 自 ⑫ 4500

9 : 00-16 : 00 

市 民 相3 ;炎 毎j週月~土11ft臼(午前)

消費生活相談 9 : 00-17 : 00 m ~I~， ifi .f~~ .tl~;j栄

交 ;IU 制] 談
fltj盟月~金H在日

役
(i事fJJ'，:イ今3階)

9 : 00-16 : 00 

iIJさ
総i盟月~よ:11/11日(午前) 吋t 健J，}，付II，!炎ヰ{

他 キ11 談
9 : 00-16 : 00 ( mFi~1i 21椛)

一

建設雇用改善雄進月間 |
ケ
ー
キ
作
り
講
座

参
加
し
ま
せ
ん
か

11月は

労働行では、主主 1没ジ'Îí~IJ1'í'の桜川の改j与や処ぷ1t・ 1

のよリ縦令な発阪を促すため、 i必fド1111を雄投MI

川改汗1ft]主JJ 1/1]と定め、 PR柄拘を1j'っています | 

建設|刻係、143花i:は、①ツ労)~(~制師倒働4到í)j上町粂条 (，件，午ドの改丹汗:②労{働3肋仰伽h削抑11吋1，\年制.\:11サ引11山lH川lりJ I 
桁

J削版H低{人j泌必j知司引1，1λiの交f千付、J寸J'なとど.，、 にう労fめてくだEさきい

[>上回公共職業安定所

5
回
む
リ
ー
ス
マ

女
性
講
座
を
開
催

~ 主
-、， -、 lJ 1'-1 fi 

12 JJ 16l1，1j1 百草正| ω似州/人川、'，1附目

11111 
13: 30-15 :30 

働(M人'TJ・ ω人.fd{l¥，¥111 ~t ld'f1!，~ 2 ;~1:伐 li
イ i 川)'~.flJ fーさん

21111 1 111711旦 ん

3 h'l 
1112811十日} ~I' {，i川町~ \'(~I1~ J、 .11 1，11 P苦
-29Ij I1~ 総 ftセシヂー

一一 r-一ー
41ul1 2 11 小 j'J 4ミ 3主 人111';td'L 

51叫 3 Jl '1' j'J ~< 
一〉じ "1-1ーのあり /J'; 

手 l.r/'_~ ~ I < 'j
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-田中大地4ん

(1銭9か月・新田〉

rお兄ちゃん、 お姉ちゃ

んに比べ、落ち泊き があ

ってとても助かり ます」

と母の長子さん。

保健 診tt
保健予防謀(内線 1374)

12月の乳鈎児健康診査

[>受付時間 いずれも午後 1時-2時 [>持ち物

母チ他康手帳、パスタオル(4・10か月児)、歯ブラシ

( 1歳6か月児)01歳 6か月児は、赤ちゃん手l阪の中

にある他康診査取にお入してお持ちくださ い。 3歳児

の健康診査票は、様式が変わ りました。また、視聴覚

検査のアンケー 卜も加わりましたので用紙をお送 1)し

ます。ご記入のうえ負trlぷ診主にお出かけください。

保健センター (市役所南庁舎 2階)

他 U224， ト 実地円 生年 月 日

1J‘ 月
12月5日 3. 7. 16-7.31 

4 
r 12月17日 3. 8. 1-8. 15 

10 か 月
0?月 6B 3. 1. 16- 1. 31 

12月24日 3. 2. 1-2. 15 
一

1歳6か月
12月11日 2. 5. 16-5. 31 

12月25日 2. 6. 1-6. 15 
ー

成
12月4日 63. 11. 1-11. 15 

3 
12)j 12日 63. 11. 16-11. 30 

塩田母子憶康センター(塩田地区)

4 か 月
12円13日

3. 7. 16-8. 15 

10 か 月 3. l. 16- 2. 15 

3 r:r'&: 12rJ 18刊 63. 10. 1-11. 30 

川西社会福祉センター (川西地区)

4 か 月 3. 7. 16-8. 15 

10 か 月 12月3日 3 . l. 16-2. 15 

1政 6か月 2 . 5. 16-6. 15 

精神保健勉強会

心の病気て悩んでいるかた ・ご家族の皆さん ・関係

者のかたがたを付訟に勉強会を聞きます。お気軽にお

出かけくださ t、

[>と き 12月6日(付午後 1時30分から 3時30分まで

bところ 'IJ央公民館 21;皆第 2・3会議室

[>内 容 「心の州に悩む人を支えるにはJと題して

H !J!J IJ，~M~II (呆他センタ一所長 ・ 宮尾美代 f

さんによる11位iil(

1>問い合わせ 山びこ会'Jq:方向(告⑫9056)

~'^~ ぢ 寝た判老人をかかえ3家族針金

1>とき 12月9n (1])午後 11時30分-3時30分

[>ところ ，ti保位センター(南庁舎2階)

1>内 寄 ①介4荷の健康を考える一腰痛予防ー

②冬iこri'Jかつての食・ιの工夫③情報交換など

1>その他 体!Jf~のできる服装でお出かけください。

[>問い合わせ 保健予防諜(内線1376)

市政テレビ番組 “ふれあい上回"

r姉妹都市・出石町」
~権兵衛さんの城下町~
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